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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 42,950 10.2 1,059 29.6 1,390 △23.2 1,047 △28.7

2023年３月期第２四半期 38,971 6.3 817 △55.1 1,811 △14.8 1,470 △8.7
(注) 包括利益 2024年３月期第２四半期 2,897百万円(△36.7％) 2023年３月期第２四半期 4,579百万円( 78.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 65.03 －

2023年３月期第２四半期 91.33 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 74,859 40,421 50.8

2023年３月期 71,530 37,952 49.8
(参考) 自己資本 2024年３月期第２四半期 38,044百万円 2023年３月期 35,619百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 27.00 － 23.00 50.00

2024年３月期 － 27.50

2024年３月期(予想) － 27.50 55.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,000 6.9 3,900 94.0 4,000 27.4 2,900 35.8 180.02
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期２Ｑ 17,609,130株 2023年３月期 17,609,130株

② 期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 1,493,432株 2023年３月期 1,500,004株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 16,110,049株 2023年３月期２Ｑ 16,097,851株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行により、

行動制限や海外渡航制限等も緩和され、経済活動が正常に向かい景気の回復が期待されました。しかしながら、国

際的な情勢不安の長期化や、資源価格高騰による物価上昇が続いており、金融資本市場の変動等も相まって先行き

不透明な状況が続いております。

自動車業界においては、需要が高い水準を維持しており、また半導体の供給不足については復調傾向にありま

す。

このような経済情勢の下で、当社グループにおいては、円安の影響により円換算時の収益増がありましたが、自

動車メーカーの生産調整の影響による操業度の低下、中国における景気低迷、資源価格高騰による原材料費等の上

昇が、損益に影響を与える状況となっております。

当第２四半期連結累計期間の業績については、自動車メーカーの生産調整による減収の影響を受けましたが、為

替の影響により、連結売上高は前年同期比10.2％増の429億50百万円となりました。営業利益は、原材料費や燃料費

の上昇の影響を合理化や売価反映等により吸収し、前年同期比29.6％増の10億59百万円、経常利益は前年同期にて

子会社が所有する固定資産の売却益等、一過性の収益が発生したことにより同23.2％減の13億90百万円となりまし

た。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期にて、当社の退職給付制度変更による退職給付制度終了

益等、同様に一過性の収益が発生したことにより同28.7％減の10億47百万円となりました。

なお、前年同期の一過性の収益を除いて比較しますと、経常利益と親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同

期を上回っております。

セグメントの経営成績は次のとおりです。

機能品事業

売上高は、自動車メーカーの生産調整による操業度低下がありましたが、為替換算の影響により、前年同期比8.2

％増の174億43百万円となりました。セグメント損益については、合理化効果や原材料価格等の上昇を売価に反映し

たことにより、前年同期比20.8％増の15億16百万円の利益となりました。

防振事業

売上高は、東南アジア、米国での需要増加及び為替換算の影響により、前年同期比13.4％増の182億72百万円とな

りました。セグメント損益については、合理化効果や金具鋼材費の上昇を売価に反映したことにより、前年同期比

22.0％増の８億36百万円の利益となりました。

金属加工事業

売上高は、建設機械向けの受注好調により、前年同期比13.7％増の34億95百万円となりました。セグメント損益

については、合理化効果や金具鋼材費の上昇を売価に反映したことにより、33百万円の利益となりました（前年同

期は21百万円の損失）。

ホース事業

売上高は、受注が好調なことを受けて、前年同期比9.9％増の26億33百万円となりました。セグメント損益につい

ては、北米における製品保証関連費用追加計上等により、前年同期比94.3％減の３百万円の利益となりました。

産業機器事業

売上高は、国内での医療製品の受注が好調であったものの、中国及び東南アジアでのOA製品の需要低下等により、

前年同期比3.3％減の15億33百万円となりました。セグメント損益については、合理化を実施したものの、前年同期

比10.7％減の２億49百万円の利益に留まりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ33億29百万円増加し、748億59百万円となりました。

流動資産は前期末に比べ23億91百万円増加し、449億20百万円となりました。これは主に、為替換算の影響による

受取手形及び売掛金の増加等によるものです。

固定資産は前期末に比べ９億37百万円増加し、299億39百万円となりました。これは主に、為替換算の影響や有形

固定資産の取得及びソフトウェアなどの無形固定資産の増加等によるものです。

負債は前期末に比べ８億59百万円増加し、344億37百万円となりました。これは主に、当四半期連結会計期間末日

が金融機関の休日であったため、電子記録債務の未決済額が四半期連結会計期間末日残高に含まれていることによ

るものです。

純資産は前期末に比べ24億69百万円増加し、404億21百万円となりました。これは主に、利益剰余金及び為替換算

調整勘定の増加等によるものです。

以上の結果、自己資本比率は前期末に比べ1.0ポイント増の50.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

ウクライナ情勢の長期化に加え中東情勢の悪化等、不安定な海外情勢、世界的な金融引き締めに伴う為替の変動、

資源価格高騰等による値上げの傾向が顕著となり、今後の経済情勢の先行きは依然として不透明な状況にありま

す。

このような状況の中、2023年6月28日に発表しました「新中期経営計画2026」を達成すべく全社一丸となって「既

存事業の強化」と「成長事業・新事業の拡大」の事業戦略の両輪に加え、ＥＳＧの各観点を重視した経営基盤の改

革に取り組むことによって「収益力の最大化」を狙います。

なお、2024年３月期通期の業績予想につきましては、2023年５月15日発表の数字に変更はございません。

上記の予想は、現時点で入手された情報に基づき判断したものであり、実際の業績は様々な要因により、上記予

想と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,972 11,314

受取手形及び売掛金 19,731 20,791

商品及び製品 5,858 5,850

仕掛品 1,322 1,422

原材料及び貯蔵品 3,872 3,847

その他 1,802 1,728

貸倒引当金 △31 △33

流動資産合計 42,528 44,920

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,278 8,661

機械装置及び運搬具（純額） 9,615 9,704

土地 5,996 6,141

その他（純額） 2,005 1,996

有形固定資産合計 25,896 26,505

無形固定資産 1,406 1,630

投資その他の資産

投資有価証券 824 922

その他 874 881

投資その他の資産合計 1,699 1,804

固定資産合計 29,001 29,939

資産合計 71,530 74,859
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,459 5,098

電子記録債務 5,330 6,092

短期借入金 9,800 10,333

未払法人税等 383 388

賞与引当金 753 803

その他 4,618 4,889

流動負債合計 26,345 27,606

固定負債

長期借入金 3,178 2,655

退職給付に係る負債 1,314 1,470

役員退職慰労引当金 173 184

その他 2,565 2,520

固定負債合計 7,232 6,831

負債合計 33,577 34,437

純資産の部

株主資本

資本金 1,395 1,395

資本剰余金 1,573 1,575

利益剰余金 30,969 31,646

自己株式 △1,403 △1,397

株主資本合計 32,534 33,220

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 108 160

繰延ヘッジ損益 △7 △42

為替換算調整勘定 2,983 4,705

その他の包括利益累計額合計 3,084 4,824

非支配株主持分 2,333 2,377

純資産合計 37,952 40,421

負債純資産合計 71,530 74,859
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第２四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 38,971 42,950

売上原価 32,918 36,304

売上総利益 6,052 6,645

販売費及び一般管理費 5,235 5,585

営業利益 817 1,059

営業外収益

受取利息 20 37

受取配当金 3 3

持分法による投資利益 5 18

為替差益 410 385

固定資産売却益 458 17

その他 250 119

営業外収益合計 1,150 582

営業外費用

支払利息 52 120

固定資産除却損 76 74

その他 27 56

営業外費用合計 156 251

経常利益 1,811 1,390

特別利益

投資有価証券売却益 2 －

退職給付制度終了益 554 －

特別利益合計 557 －

特別損失

訴訟関連損失 10 －

特別損失合計 10 －

税金等調整前四半期純利益 2,358 1,390

法人税、住民税及び事業税 448 447

法人税等調整額 387 △75

法人税等合計 835 371

四半期純利益 1,522 1,018

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

52 △29

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,470 1,047
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(四半期連結包括利益計算書)

(第２四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 1,522 1,018

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 52

繰延ヘッジ損益 △13 △39

為替換算調整勘定 3,010 1,839

持分法適用会社に対する持分相当額 61 26

その他の包括利益合計 3,056 1,878

四半期包括利益 4,579 2,897

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,293 2,787

非支配株主に係る四半期包括利益 285 109
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

一部の連結子会社における税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２機能品 防振 金属加工 ホース 産業機器

売上高

外部顧客への売上高 15,847 16,115 3,073 2,350 1,585 38,971 － 38,971

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

275 2 0 46 － 324 △324 －

計 16,122 16,117 3,073 2,396 1,585 39,295 △324 38,971

セグメント利益
又は損失(△)

1,255 685 △21 58 278 2,257 △1,440 817

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,440百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△1,441百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日　至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２機能品 防振 金属加工 ホース 産業機器

売上高

外部顧客への売上高 17,073 18,269 3,495 2,578 1,533 42,950 － 42,950

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

370 3 0 55 － 429 △429 －

計 17,443 18,272 3,495 2,633 1,533 43,379 △429 42,950

セグメント利益 1,516 836 33 3 249 2,639 △1,580 1,059

(注) １．セグメント利益の調整額△1,580百万円には、セグメント間取引消去△１百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,578百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　


